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藤田医科大学(愛知県豊明市)医学部臨床栄養学講座の飯塚勝美教授らの研究グループは、

日本の約 40 万人の健康診断データを解析し、20 代に肥満歴のある人では、20 代を通じて正

常体重を維持していた人に比べ、その後の血圧上昇が大きいことを明らかにしました。一方、20

代に低体重歴のある人では、血圧上昇が緩やかでした。さらに、観察期間中に肥満であった期間

が長いほど血圧上昇が大きく、低体重であった期間が長いほど血圧上昇は小さいことも分かり

ました。これらの関連は、20 代の食べる速さを統計的に考慮してもほとんど変わりませんでし

た。 

 研究グループは先行研究で、20 代の食べる速さが、その後の肥満・低体重であった期間の割

合、すなわち「体重履歴」と関連することを報告しています。今回の結果と合わせると、食べる速

さ、体重履歴、血圧が一連の流れとして関連する可能性が示されました。本研究は、現在の体重

だけでなく、若い頃からの「体重履歴」を捉えることが、その後の血圧推移を考えるうえで重要で

ある可能性を示すものです。 

 本研究成果は、シュプリンガー・ネイチャーの学術誌「BMC Public Health」に掲載され、

2026 年 8 月 19 日にオンライン公開されました。 

論文 URL : https://doi.org/10.1186/s12889-026-29097-z 

 

＜研究成果のポイント＞ 

● 日本の職域健康診断データ406,814人分を解析。20代に肥満歴のある人では、正常体重

を維持した人よりその後の血圧上昇が大きく、年齢とともに差が広がりました。 

● 肥満であった期間が長いほど血圧上昇は大きく、低体重であった期間が長いほど血圧上昇

は小さい傾向がみられました。 

● 20 代の食べる速さを考慮しても関連はほとんど変わらず、一時点の体重だけでなく、若年

期からの「体重履歴」の重要性が示唆されました。 

 

＜背 景＞ 

高血圧には遺伝的要因と環境要因が関わり、なかでも体重増加は予防の観点から働きかけること

ができる重要な要因です。近年は、肥満の程度だけでなく、「どのくらい長く肥満であったか」という
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持続期間や累積的な影響も、血圧上昇に関係することが報告されています。また、朝食欠食や早食い

などの食行動と高血圧との関連も報告されています。 

 研究グループは先行研究で、20代の食べる速さが、その後の肥満・低体重であった期間の割合、す

なわち「体重履歴」と関連することを明らかにしました。そこで本研究では、20代の肥満・低体重歴と

その後の血圧推移との関連を調べるとともに、食べる速さの影響や、肥満・低体重であった期間の長

さについても分析しました。 

＜研究手法・研究成果＞ 

日本の職域健診データ406,814 人を対象に、20 代の BMI に基づいて「低体重歴あり」「正常体

重を維持」「肥満歴あり」の 3 群に分類し、その後の収縮期・拡張期血圧の推移を男女別に解析しまし

た。睡眠、運動習慣、身体活動量、歩行速度などの影響を統計的に調整し、さらに 20 代の食べる速

さを加えたケースも検討しました。また、観察期間中に低体重または肥満であった期間の割合と血圧

との関係も分析しました。 

20 代に肥満歴のある人では、正常体重を維持した人に比べ、その後の血圧上昇が大きく、年齢と

ともに差が広がりました。一方、低体重歴のある人では血圧上昇が緩やかでした。20 代の食べる速

さを加えて調整しても、この傾向はほとんど変わりませんでした。さらに、肥満であった期間が長い

ほど血圧は高く、低体重であった期間が長いほど血圧は低く推移しました。以上から、一時点の体重

だけでなく、長期的な体重履歴がその後の血圧推移と関連する可能性が示されました。 

 

図：20 代の体重履歴とその後の収縮期血圧との関連 
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（A）20 代の体重履歴別に、年齢に伴う収縮期血圧の推移を男女別に示しました。肥満群では正常体重群

より高く、低体重歴群では低く推移しました。実線は生活習慣等を調整したモデル、点線はさらに 20 代

の食べる速さを加えて調整したモデルです。（B）45 歳時点の、肥満または低体重であった期間の割合と

収縮期血圧差を男女別に示しました。肥満であった期間が長いほど血圧差は正の方向に大きく、低体重

であった期間が長いほど負の方向に大きくなりました。 

＜今後の展開＞ 

本研究から、20 代の体重履歴によってその後の血圧推移が異なり、肥満・低体重であった期間の

長さも血圧と関連することが示されました。健康診断や日常診療では、現在の体重だけでなく、過去

の肥満・低体重歴を問診で把握することの意義が示唆されます。 

また、先行研究と合わせると、20 代の食べる速さ、体重履歴、血圧が一連の流れとして関連する

可能性があります。若い頃から食べる速さを意識し、適正体重を維持して、特に肥満の持続期間を短

くすることが、その後の血圧上昇の抑制につながる可能性があります。 
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